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● 主な取り組み• 活動 

＊ 大学院生の頃は中国における農村から都市への出

稼ぎ労働者の子どもである農民工子女に着目し、

実際に北京の農民工子女のためのノンフォーマ

ル・スクールの教壇に立って研究対象者の理解に

努めました。その成果を博士論文としてまとめ、

平成 20 年度科研費補助金（研究成果公開促進費）

を得て『中国における農民工子女の教育機会に関

する制度と実態』風間書房、2009 年．として出版

しました（本書は日本比較教育学会第 20 回平塚賞

（本賞）を授与されました）。 

＊ 平成 30～32 年度科研費補助金（基盤研究（C））

「東アジア諸国における国家資格枠組み（NQF）

と高等職業教育改革の比較研究」を得て、国家資

格枠組み（NQF）の観点から東アジア諸国における

職業教育改革の比較研究も行っています。 

＊ 近年、日本における移民の子どもの教育について

研究を進めています。とりわけ、広島市中区基町

に集住する中国系移民の子どもの進路・進学状況、

親の教育戦略等に関心を持ってフィールド・ワー

クを行っています。 

＊ 平成 29 年度から、社会人基礎力や学士力等で提唱

される汎用的能力という能力概念に着目し、その

能力の測定尺度の作成に取り組んでいます。また、

大学教育における体験型学習の教育成果を検証す

るため、自身が担当する科目においてサービス・

ラーニング（Service-Learning）という社会貢献

活動を通した学びのスタイルを導入しています。 

 

履修者が中区基町で外国にルーツをもつ子どもを

対象とした学習支援を行い、その教育効果を汎用

的能力と専門的能力の双方から検証しています。 

 

● 今後の目標•抱負 

＊ 東アジア諸国における職業教育改革の比較研究に

ついて、今後はアジアのみならず他地域も含めた

国際比較研究に発展させることを考えています。 

＊ 広島市中区基町における外国にルーツをもつ子ど

もの学習支援活動について、今後は大学における

教育効果のみならず、地域貢献の側面からも検証

することを考えています。 

 

● 地域•社会と連携して進めたい内容 

＊ 今後、中区基町以外の外国人集住地域においても

大学生による子どもの居場所作りに取り組んでい

きたいと考えています。 

 

● これまでの連携事例•実績 

＊ これまで広島市中区基町地区社会福祉協議会が運

営する「ほのぼの文庫基町」で運営委員として携

わってきていましたが、平成 31 年度から同地区の

「放課後子供教室事業（広島市教育委員会による

委託事業）」において運営責任者を仰せ付かってお

ります。多文化共生の地域づくりに向けて、今後、

大学生による子どもの居場所作りを更に活発化さ

せていきたいと考えています。 


